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Hawaii研修の報告内容

ハワイの保険制度

Kuakini Health System
Rehabilitation Hospital of the Pacific
MARUHIA
Shriners Hospital for Children Honolulu
その他



Hawaii Honolulu

 アメリカ合衆国 ハワイ州 オアフ島

 ハワイ州の州都、人口は約３７．５万人

 かつてはハワイ王国の首都がおかれていた事もある

 ハワイ州の経済・政治・文化の中心

 太平洋上の交通の要所として栄え、港や軍事基地、国際
空港がある

 市観光都市：ワイキキビーチ、クヒオビーチ、ダイヤモンド
ヘッドなど観光名所多数あり

 ハワイ大学のキャンパスがマノア地区にある



ハワイの保険制度

公的保険

 メディケア
 １９５０年～１９６０年ごろ、主管は連邦政府、州により医療費が異なる

 対象者は６５歳以上

 メディケイド

民間の保険
 医療・・・ＨＭＳＡ、ＨＭＡＡなど

 事故・労災

 介護

保険給付のルール・・・事前申請が基本

オバマケアの問題



ハワイの医療事情

医療費は日本の約１０倍

保険ごとに契約している病院が違う

ホームドクター制度（かかりつけ医）：２４時間連絡可能
 ホームドクターは患者の体調や情報を熟知

 緊急時はまずホームドクターに相談し急性期の病院に紹介

医療専門職は殆どが契約
 医師、歯科医師、臨床心理士

 管理栄養士、放射線技師、



医療の流れ

 入院前：コーディネーターが面談確認
 保険の種類、支払方法、入院前の状況、加療内容と入院日数、退院
後の生活、退院先、など

 医療連携：急性期・リハビリ・本人・家族（介護者）
 入院前から退院後の生活を見据えた連携

 本人・家族（介護者）の意向、実際の状況を評価・検討

運ぶ
救急病院
で加療

リハビリ 退院

Kuakini Medical Ｃｅｎｔｅｒ
Shriners Hospital for

Children Honolulu

RIHAB

自 宅
長期療養病院

ナーシングホーム
特 養

MARUHIA



メディカルレコード

 ＩＣＤ９を使用 →今年中にＩＣＤ１０に移行

 ハワイ州独自に保険体系が出来ているため遅れている

 メディカルレコードの電子化

 この２～３年で電子化しているようである

 グループ内の病院でもダイレクトに医療情報を見ることは出
来ない →ＵＳＢ・ＣＤなどにより提供

 行政及び支払側の監査により医療機関だけではなく、医
師の診療が査定されている



医療の流れ

 入院前：コーディネーターが面談確認
 保険の種類、支払方法、入院前の状況、加療内容と入院日数、退院
後の生活、退院先、など

 医療連携：急性期・リハビリ・本人・家族（介護者）
 入院前から退院後の生活を見据えた連携

 本人・家族（介護者）の意向、実際の状況を評価・検討

運ぶ
救急病院
で加療

リハビリ 退院

Kuakini Medical Ｃｅｎｔｅｒ
Shriners Hospital for

Children Honolulu

RIHAB

自 宅
長期療養病院

ナーシングホーム
特 養

MARUHIA



Kuakini Health System
 ホノルルを中心に４つの非営利団体

 メディカルセンター（２５０床）、ＪＣＡＨＯより急性期病院認定

 老人医療センター

 ホーム、アダルト・ヘルス・プログラム

 基金 ・・・財源確保、財団運営（寄付）

 サポートサービス・・・ビジネスとしてパートナー活動を行う

 Kuakini病院の歴史
 １９００年 日本人慈善病院開設

 １９７７年 ７５０代収容の駐車上ビル完成

 １９７９年 ９階建の医療オフィス「Kuakiniメディカルプラザ」完成

 １９８０年 １０階建「ハレ・プラマ・マウ」完成、屋上にヘリポートあり



 病床の利用
 病床は２１２床⇒利用可能病床は１５０床程度

 入院：内科・外科中心
 ４４％が８０歳以上、６５％が６５歳以上

 小児科・婦人科は診療していない

 急性期病棟：ＩＣＵやＣＣＵ治療後の呼吸器離脱が目的
 モニターをつけたまま病棟内でリハビリを行う

 重症者はカメラにて監視、

 モニター監視はＥＭＳ認定技師が２４時間体制で管理

 薬剤管理：認定看護師が投薬管理
 看護師のコードと患者ＩＤにより必要な引き出しだけが開く

 薬剤は電子カルテにより薬剤師が補充するシステム

Kuakini Health System



 玄関：インフォメーション
 基本理念、病院のミッションが明記

 前月表彰された職員が玄関に紹介

Kuakini Health System



 メディカルレコード ： 診療情報の管理
 電子化はまだ ２/３程度

 ＩＣＤ９を使用

 ＩＣＤのコードにより医療費が決まってくる

 職員は２０名以下

 １ヶ月の退院数は３５０名～４００名程度

 病床利用率は８０％程度（１２０床）と低い

Kuakini Health System



 病棟（長期療養病棟：２Ｆ・３Ｆ・４Ｆ）

 部屋は１人部屋又は２人部屋

 １人部屋：４，２５０ドル/月（約４５万円）

 ２人部屋：３，７３５ドル/月（約４０万円）

 食事・洗濯・掃除・リネン交換含む

Kuakini Health System



 病棟（長期療養病棟：２Ｆ・３Ｆ・４Ｆ）

 各部屋にトイレ・洗面台がある

 デイサービスあり

 利用は自由、作品を廊下に掲示

Kuakini Health System



 病棟（テレメトリー：２９床）
 ＩＣＵ・ＣＣＵを出た方が治療継続する為の病棟

 個室は５室、隔離・呼吸器をはずす目的が中心

 バイパス手術は行うが、移植は行わない

Kuakini Health System



 病棟（テレメトリー：２９床）
 モニター管理室

 病院全体のモニターを２４時間体制で管理

 モニター技師（認定資格あり）

 ２交代：１２時間勤務（７－１９、１９－７）

Kuakini Health System



 病棟（テレメトリー：２９床）
 薬剤管理・・・ナースステーション横に専用室あり

 認定看護師が管理薬のセットをするのは薬剤師

Kuakini Health System



 その他

 売店

Kuakini Health System



 その他

 寄附をされた方の掲示

Kuakini Health System



 その他

 ボランティア

 手紙

 ボランティア貯金

Kuakini Health System



 その他

 日本的な内装や装飾品

Kuakini Health System



Kuakini Health System



医療の流れ

 入院前：コーディネーターが面談確認
 保険の種類、支払方法、入院前の状況、加療内容と入院日数、退院
後の生活、退院先、など

 医療連携：急性期・リハビリ・本人・家族（介護者）
 入院前から退院後の生活を見据えた連携

 本人・家族（介護者）の意向、実際の状況を評価・検討

運ぶ
救急病院
で加療

リハビリ 退院

Kuakini Medical Ｃｅｎｔｅｒ
Shriners Hospital for

Children Honolulu

RIHAB

自 宅
長期療養病院

ナーシングホーム
特 養

MARUHIA



ＲＩＨＡＢ

 １９５０年設立の民間の非営利団体

 ハワイ州で唯一のリハビリテーション専門病院

 自宅へ帰るための急性期リハビリを集中的に行う

 診療圏はハワイ州と環太平洋の小島

 離島へは月に１回医師を派遣して診療を行う

 診療内容

 入院：７０床

 外来：クリニック３箇所、リハビリデイ、心臓リハビリ



 入院前のアセスメント
 入院の条件は、「自宅へ帰るためのリハビリを行うこと」

 特養・ナーシングホームへの入居予定であれば対象外

 徹底したリハビリ・・・週５日 ３時間以上の実施
 入院当日から実施する事

 リハビリは６:００～１８:３０まで

 デイケア・リハビリ専門クリニック
 退院後のフォローアップとしてのリハビリ

 自宅でのリハビリ評価とアドバイス

リハビリをする事により改善があるか？
自宅でその人らしい生活が出来るか？

ＲＩＨＡＢ









ＲＩＨＡＢ





ＲＩＨＡＢ 中庭



 ４階病棟 ： １６室／２２床、モニター監視８室

 主たる疾患 ： 脳卒中

 平均入院日数 ： ７～１４日間

 スタッフの配置 ： ８時間の３シフト

 ナースステーションの前に多目的ルーム

ＲＩＨＡＢ



 ４階病棟 ： １６室／２２床、モニター監視８室

 薬剤の管理室あり
 パソコンは指紋認証

 電子カルテと連動し、薬剤は定期的に薬剤師が補充

 緊急カートはかぎ付きの戸棚の中に収納

ＲＩＨＡＢ



 ４階病棟 ： １６室／２２床、モニター監視８室

 視聴覚テスト室 ： ＯＴが実施

ＲＩＨＡＢ





 ４階病棟 ： １６室／２２床、モニター監視８室

ＲＩＨＡＢ



 ４階病棟 ： １６室／２２床、モニター監視８室

 退院前実生活訓練室 ： ２室
 家族とともに宿泊

 入室は基本的に２日間

 日常動作を確認し、介助ができると判断されれば退院となる

 キッチンでは調理はできない：洗濯・家事・ＡＤＬ訓練は別室あり

ＲＩＨＡＢ





 ３階病棟

 主たる疾患は、脊髄損傷

 ADL訓練室

ＲＩＨＡＢ



 ３階病棟

 嚥下訓練室：１室、

 嚥下テスト：今までは他院で実施、セラピストが実施

 セラピストのリクエストによりリハビリ専門医がオーダー

 嚥下訓練は、VITALSTIMにより電気刺激

 口から食べられるように、楽しみ・安心

ＲＩＨＡＢ



ＲＩＨＡＢ Ｑ＆Ａ

Ｑ ３時間のリハビリは保険で査定されないか？

⇒３時間は最低の時間で、短時間でよければ入院の

必要は無いと判断される。

Ｑ セラピストと病棟の申し送りはどうしているのか？

⇒チームカンファレンスを毎日行っている。

Ｑ 器具が必要になったら自費になるのか？

⇒セラピスト・看護師が判断し、メディケアに申請をして

許可が下りれば指定業者へ発注する事になる。



Ｑ リハビリ時のメンタルサポートは？
⇒心理学者の方と契約しているほか、家庭医がサポート

する。この国では、医師・歯科医師、管理栄養士、レン

トゲン技師など殆どの専門職は契約してその役割を

果たしてもらうことが多い

Ｑ メディケアを使用しない場合監査は入らないのか？
⇒メディケアにはガイドラインがあり、自由診療でもそれに

沿って診療する。監査はメディケアだけではなく、メディケイド、

労災、交通事故であれば生命保険の監査もある。

医療機関としての監査、行政の監査もある。

他に、リカバリーオーディットといい、様々な監査で本当

にやっているのかをチェックされる。

ＲＩＨＡＢ Ｑ＆Ａ



ＲＩＨＡＢ



医療の流れ

 入院前：コーディネーターが面談確認
 保険の種類、支払方法、入院前の状況、加療内容と入院日数、退院
後の生活、退院先、など

 医療連携：急性期・リハビリ・本人・家族（介護者）
 入院前から退院後の生活を見据えた連携

 本人・家族（介護者）の意向、実際の状況を評価・検討

運ぶ
救急病院
で加療

リハビリ 退院

Kuakini Medical Ｃｅｎｔｅｒ
Shriners Hospital for

Children Honolulu

RIHAB

自 宅
長期療養病院

ナーシングホーム
特 養

MARUHIA



ハワイの介護

 基本的には自分の資産で賄う

 家族がいれば家などの売却はしなくても良い

 メディケア(一部利用可能）

 事前申請必要

 資産がない場合はメディケイドに応募する



ＭＡＲＵＨＩＡ

 ハワイ州立の長期療養型病院

 ４ユニット １５８床、
 ハワイ州全島に１２施設１２５０床有する

 高度な医療ケアが必要な方は保険がおりやすいが、中
等度介護者が約８割を占める

 生活に必要なサービスを提供を行う
 高齢者専用クリニック

 デイケア

 ミールサービス

 入居費用は高額：１泊３５０ドル、１ヶ月で約１００万円
 入居費の中に、リネン交換、掃除、などは含まれる

どうすれば
その人らしく

よりよい人生が
送れるか？



 病棟の職員数：
 正看護師 ２０名、准看護師 １４名、ケアワーカー ６９名

 日中の基本勤務体制・・・看護師 ２名、ケアワーカー ５名、

他には、事務１名、

創傷担当（教育も担当）１名、感染コントロール１名

管理職：看護部長

 病棟内には監査時に指摘をされ、改善レポートを公開
 １年に１回監査が来るように予定されているが少しずつ遅れている

 指摘例： 配膳の仕方

 監査員のメンバーは、看護師2名、管理栄養士1名、ソーシャルワーカー
1名で構成

ＭＡＲＵＨＩＡ



 栄養管理部門

 口から食べる楽しみ・喜び

 連邦政府の規制あり

 摂取量は視覚的に確認する

ＭＡＲＵＨＩＡ



 リハビリテーション部門
 自立した生活を送るための評価・アドバイス

ＭＡＲＵＨＩＡ



 ソーシャルワーカー

 患者家族の「感情」を受け止める

 デイケア部門 ・・・３３年前より実施

 家族の変わりに看る

⇒ １日８７ドル(約１万円）

 自主性を失わせない

 認知症にも対応

 月～金 ６：４５～１９：３０

土 ８：００～１６：００

ＭＡＲＵＨＩＡ



 ボランティア

 レクリエーションセラピー

 アクティビティ・・・１日３回利用者の好みにより選択する

 季節ごとのイベント

 家族向けのイベント、休日を中心に実施

 スペシャルアクティビティ

 アニマルセラピー

 ガーデンセラピー

 アートセラピー

ＭＡＲＵＨＩＡ



ＭＡＲＵＨＩＡ Ｑ＆Ａ

Ｑ 公立の病院とのことだが看護師などに困った事は？

⇒ハワイは看護師の給料が高く、志望者が多い

二つ以上の仕事の掛け持ちがあり、急に休む事があり困る

Ｑ メディカルレコードの資格はどのような研修を受けるのか？

⇒部門には大学４年間で国家資格を持った人が必要だが、コーディ

ングのコースを３ヶ月間受ければ仕事が出来る。コーディングにより

医療費が決まっているので、今はまだＩＣＤ９を使用している。

Ｑ メディカルレコードは電子化されているのか？

⇒まだ、全ては電子化されていない。保管義務も２０年と永い。



ＭＡＲＵＨＩＡ



医療の流れ

 入院前：コーディネーターが面談確認
 保険の種類、支払方法、入院前の状況、加療内容と入院日数、退院
後の生活、退院先、など

 医療連携：急性期・リハビリ・本人・家族（介護者）
 入院前から退院後の生活を見据えた連携

 本人・家族（介護者）の意向、実際の状況を評価・検討

運ぶ
救急病院
で加療

リハビリ 退院

Kuakini Medical Ｃｅｎｔｅｒ
Shriners Hospital for

Children Honolulu

RIHAB

自 宅
長期療養病院

ナーシングホーム
特 養

MARUHIA
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 １９２３年設立の小児専門の病院グループ

 Shriners財団による運営

 政府の補助は無い

 全てが寄付により賄われ、患者の費用負担は無い

 アメリカ・メキシコ・カナダに２２箇所の病院

 ホノルルは整形外科が専門

 病床は２４床、ファミリーセンター（１０室）

 内科系・外科系・救急救命はカピオラニ病院と提携

 重度の熱傷や脊髄損傷はカリフォルニアへ



 事務棟

 メディカルレコード、運営事務関係がまとまっている

 病院の本体はテーマがある

 １Ｆフロア ： 海の中

 ２Ｆフロア ： 地上

 手術室 ： 空
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 １Ｆフロア 受付・ロビー
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 １Ｆフロア

 診察室は１２か所
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 診察室

 電子化は２００５年～、２００９年～x-rayも電子化

 電子カルテはカードでログインしさらにパスワード管理

 職種によりアクセス制限

 情報提供はCD・USBで
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 外来診療のシステム
 診察室に医療者(医師、セラピスト、看護師など）が訪問し
診療を行うシステム

 滞在中の家族に対する支援
 治療中滞在できる施設あり

 バーベキュー、

 レクリエーション施設、

 バスケットコートなど

 診療費は財団で賄うが、資産がある方は自主的に支払う
事もある
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 放射線室

 一般撮影のみ

 CT・MRIは地域のカピオラニ病院と提携

 スタッフ１０名で、夜間はオンコール体制

Ｓｈｒｉｎｅｒｓ Ｈｏｓｐｉｔａｌ
ｆｏｒ Ｃｈｉｌｄｒｅｎ Ｈｏｎｏｌｕｌｕ



 リハビリ室

 切断後の義肢の調整、

 車椅子棟の調整も行う
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 レクレーションセンター
 屋外にはバスケットボールコート、バーベキュースペース

 プール、調理室、ゲーム等のスペースあり
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 ２Ｆフロア

 ロビー・手術等の待合室

 吹き抜けにはトップライトもあり開放的

 手術の待合室はソファあり、海の生き物と鳥があしらわれ適度な
目隠しになっている
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 ２Ｆフロア

 病棟

 ロビー、

 病室（２４室）・・・２人部屋だが個室のように使用している

Ｓｈｒｉｎｅｒｓ Ｈｏｓｐｉｔａｌ
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 ２Ｆフロア

 病棟

 ナースセンター

 薬の保管・・・看護師の認証（指紋）⇒患者の情報

Ｓｈｒｉｎｅｒｓ Ｈｏｓｐｉｔａｌ
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Ｓｈｒｉｎｅｒｓ Ｈｏｓｐｉｔａｌ
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まとめ
「地域の中での介護・医療の連携」
 医療制度の違い

 保険の違い：メディケア、メディケイド、自賠責保険、労災保険

 自己責任と行政の責任（監査）、医師の査定

 寄附を行う風土、ボランティアを行う風土
 寄附をしてくれた方の名前を壁に張り出すなど感謝の意を表す

 ボランティア貯金

 介護に関する考え方の違い
 介護は生活・・・基本は個人の資産を使用する

 医学的要素が高ければメディケアを利用

 個の尊厳を保ちその人らしく生きていく
 入院前から退院後の生活を見据え専門的見地から支えていく



ホノルルの風景



ホノルルの風景



ホノルルの風景



ホノルルの風景



ダイヤモンドヘッドからの風景



巨大サイズの
パンケーキ

本場の“Café Kaila”
・・・1時間待ちで！
・・・1人で食べる量？飲む量？



ハワイの夜
Heavenly

ワイキキ・リゾート・ホテル 室内で

Tanaka of Tokyo

http://www.hawaiiscoop.com/wp-content/uploads/2014/09/20140917h02.jpg


ホノルル空港



ご静聴ありがとうございました
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